
 

地域子ども・子育て活動支援助成事業 実施報告書（別紙２） 

 

 

団体名 
任意団体 NPO connect 

 

取組の名称 えいごで FunFun 

実施場所 てくのかわさき、高津市民館、白山愛児園など 

対象地域 高津区、中原区、宮前区、麻生区、多摩区 

対象地域の 

特色・課題 

中原区、高津区、宮前区は、川崎市の中で人口が多い分、格差社会も必然的

に生じ、その影響を受ける子ども達は一定数いる。そのような子ども達を

隅々まで支援するのは困難であり、学習面においては支援する側もまだまだ

不足しており、特に小学生に英語を教える支援団体は極めて乏しい。 現代

の義務教育でも英語力向上が求められ、小学生から英語教育は始まり、 各

家庭では幼少期から英語力を育ませようと、英会話塾へ通わせる傾向は 

年々増している。よって貧困層など英語を習う事が出来ない子どもにとっ

て、 劣等感や苦手意識をもってしまうのは当然であり、最終的には貧困の

ループから抜け出すことが困難になりやすい。また川崎市は海外からの観光

客も乏しい為、他の都市と比べ街で英語が使 われている状況を目にする機

会が少ない。そのような些細な日常も、貧困層の子ども達にとって、より英

語を習得する必要性や意欲は育まれず、格差社会だけでなく、少なからず地

域差の影響も受けていると思われる。川崎市の高齢者人口率は顕著に増えて

いる為、人生経験を 活かし社会貢献したいと思う人を活かしていく事も、

川崎市の高齢化の課題の一つである。格差社会の影響を受け、英語に触れる

機会が圧倒的に少ない子ども達に対 し、地域の大人達が支えることで、学

びを楽しむ心や繋がりから、子どもも 大人も高齢者も、希望をもって未来

を生きていけるよう、地域が連携していく事が重要である。 

取組の趣旨・目的 

様々な事情により、生きていく事だけで精一杯な状況にいる子ども達は、 自

分の未来に希望を持てず、あらゆる事を諦めてしまう傾向にある。小学校で

始まる英語授業はまさにその状況を顕著にしている。 スタート時点から英

語力の差を感じ、苦手意識や劣等感が生じてしまっている現状を少しでも改

善するため、英語や世界に触れる遊びと学びの場を支援していく。それによ

り、将来の選択肢を広げる視野や、希望ある未来を描ける気持ちを育み、す

べての子どもは大切であり守られべき存在であると感じてもらえるよう支

援していく。 



実施内容・実施ス

ケジュール 

① 5 月 24 日(土)白山愛児園：メキシコ 

② 6 月 22 日(日)てくのかわさき：メキシコ 

③ 7 月 5 日(土)白山愛児園：イタリア 

④ 8 月 9 日(土)てくのかわさき: ベトナム 

⑤8 月 10 日(日)白山愛児園テーマ：べトナム 

⑥9 月 7 日(日)てくのかわさき：USA＆AUS / music 

⑦9 月 21 日(日)白山愛児園：USA＆AUS / music 

⑧11 月 23 日(日)白山愛児園：ニュージーランド 

⑨12 月 13 日(土)第一生命ビル：ニュージーランド 

⑩1 月 18 日(日)高津市民館：中国 

⑪2 月 8 日(日)白山愛児園：中国 

⑫3 月 8 日(日)てくのかわさき：イタリア 

参加者の年代 
子ども３～11 歳 

大人 30～50 代 

定員 

（１回あたり） 

10～30 人程度 

実施頻度 
1 回 / 月 活動日数 

（年間） 
１２日 

スタッフ体制 

・connect より、メインスタッフ 1 名 

・外部メインスタッフ 1 名 

・各テーマ国ゲスト、1～2 名 

1 回、３～４名のスタッフ体制 

連携する団体・ 

連携の手法 

・English Express International School 関係者の繋がり 

・知人の外国籍の方のご紹介など 

 

取組実施により 

見込まれた効果 

テーマの国の文化を、①あそぶ(クイズ・ゲーム・踊る)、②つくる（工作）、

③食べる（軽食・スウィーツ）など五感で楽しむ内容。それにより様々な文

化を理解する事の良さを感じてもらえた様子。大変満足されたとのコメント

を多くいただき、リピーター率もよく、回を重ねる毎に顔なじみになるなど、

楽しく和やかなコミュニティの場となった。 

また英語が苦手な子どもが、もっと話せるようになりたいと言ってくれる事

や、前よりも英語を楽しいと思えるようになったとの声があった。今回、高

齢者の関りは無かったが、子育て世代の談話や相談する場面も多く見受けら

れました。 

 


